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教科外教育（道徳教育） 

（SDGs） 

コールバーグ（L･Kohlberg）による道徳性発達段階の先行要因とされているものが、セルマン（Selman,R.）

の役割取得能力である。本邦では初となる役割取得能力を測定する中学生版社会的視点取得検査「アル

メニア課題」の開発・標準化を行った（荒木・松尾）。 
道徳性発達段階の測定には、既に標準化されている「山田さんのジレンマ」（ｺｰﾙﾊﾞｰｸﾞの例話Ⅲ、ハ

インツのジレンマの邦訳）による「『規範-基本』判断判定法」（荒木、前田、八重柏 1985）を使用

した。中学生の道徳性と社会的視点取得能力の結果に、各発達段階値の大きさに応じて１点から４点の

負荷点を与えて、それぞれの平均値、SD を求めた。 

道徳性得点と社会的視点取得の関係      

      検査の種類       人数    平均   ＳＤ  

       道徳性       678    2.29    0.61   

    社会的視点取得    668    2.72    0.56   

社会的視点取得の全体の平均値は、道徳性の平均値を上回り、その差は有意であった（ｔ=13.49, 
df=1995, p<0.001）。社会的視点取得能力の発達は道徳性のそれより早いということができる。 

社会的視点取得能力の発達段階は、道徳性の発達段階と多くの場合、同じか、または一段階高い関係にあ

った。道徳性発達と社会的視点取得能力について発達段階別にその出現頻度と相対的出現率を比較し、

両者の相関を調べたところ、r＝0.618（n＝666）という比較的高い関係を得た。 

道徳教育を考える際、役割取得の機会を授業に効果的に導入することで、児童・生徒の道徳性発達が

効果的に促進できると考える。 
また役割取得における「一般的他者」の視点や「結果の予測」を推量させる発問を教科や総合的な学

習の時間の授業にも導入することで、社会的視点取得が推進され多様な考えを導き出す可能性がある。


